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第１章 子ども・子育て支援事業計画中間見直し 
 

１ 中間年の見直しの考え方について 

（１）四日市市子ども・子育て支援事業計画とは 

四日市市子ども・子育て支援事業計画（以下、「本計画」という。）は、子ども・子育て支援法に基づく

「子ども・子育て支援新制度」の下で、就学前の教育・保育、地域の子ども・子育て支援を総合的かつ計

画的に推進するため、５年を１期とする事業計画（令和２年度～令和６年度）として策定したものです。

また、本計画は、次世代育成支援対策推進法に基づく市町村行動計画としても位置づけています。 

 

（２）中間年の見直しについて 

市町村子ども・子育て支援事業計画では、就学前における教育・保育、及び地域子ども・子育て支援

事業に関する「量の見込み」と「確保方策（提供体制の確保の内容）」を定めていますが、基本指針（平成

26 年内閣府告示第 159 号）において、「支給認定の状況を踏まえ、計画期間の中間年を目安として、

必要な場合には計画の見直しを行うこと」とされています。 

本市では、基本指針に沿って、令和３年度における実績に基づいた就学前の教育・保育の量の見込

みと確保方策の見直しを行います。また、地域子ども・子育て支援事業についても、利用実態との乖離

や就学前の教育・保育の提供体制の変更に対して必要な事業の見直しを行います。 

また、令和元年６月の「子どもの貧困対策の推進に関する法律」の改正で努力義務とされた「市

町村計画」としても位置づけ、「四日市市子どもの貧困対策計画」も本計画と一体的に策定していま

す。 

 

（３）対象について 

本計画は、本市に住む概ね１８歳未満の子どもとその家庭及び子育てに関わる個人や団体が対象

となります。  

資料３ 
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基本理念 

基本方針 

（４）施策の体系 

 

子どもと子育てにやさしいまち四日市 

 

１ 子どもの人権を尊重し 子どもの視点にたって 子どもの健やかな成長をはぐくみます 

２ 家庭の子育て力をはぐくみ 子育て家庭を支えます 

３ 地域や社会全体で 男女が共同して 子どもの成長と子育てを支えます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本施策 

（１）就学前教育・保育の充実 

（２）子育て家庭への支援 

（３）心身の健やかな成長を 

育む環境づくりの推進 

（１）社会的な養育や支援の必要な 

子どもや家庭へのきめ細かな支援 

（２）発達支援の必要な子どもや 

家庭への細かな支援 

（１）安心して妊娠・出産が 

できる環境の充実 

（２）親と子の健康確保と安心して 

育児ができる環境の促進 

基本目標 

 

みんなで支えあい  

子どもの成長と 

子育てを支える環境が整ったまち 

 

親と子が安心して 

自立した生活を送れるまち 

 

安心して子どもを 

産み育てられるまち 

 基本目標１ 

 基本目標２ 

 基本目標３ 

子どもの貧困対策の推進 

（四日市市子どもの貧困対策計画） 
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２ 就学前の教育・保育事業の見直しについて 

（１）見直しの考え方 
 

（２）就学前の教育・保育事業における実績 
 

（３）見直し後の量の見込みと確保方策 
 

 

 

３ 地域子ども・子育て支援事業の見直しについて 

（１）延長保育事業 

① 当初の計画（量の見込みと確保方策） 
  

② 利用実績の推移 

③ 見直しの考え方と量の見込みと確保方策 

 

（２）一時預かり事業 

（３）地域子育て支援拠点事業（子育て支援センター事業） 

（４）子育て短期支援事業（ショートステイ事業） 

    ・ 

    ・ 

    ・ 

（12）実費徴収に係る補足給付を行う事業 
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5 

第２章 子どもの貧困対策計画 
 

１ 計画の策定にあたって 

（１）計画の趣旨 

平成 30 年の国の国民生活基礎調査では、「子どもの貧困率」が 13.5％となっており、子どもの約

７人にひとりが相対的貧困の状態にあるとされています。中でもひとり親世帯の貧困率は 48.1％

と半数近くに達しています。また、このような貧困状態にある子どもたちは、様々な教育や体験の

機会が阻まれることにより、将来的に自らも貧困に陥りやすいとされる「貧困の連鎖」も大きな課

題となっています。 

また、本市においても、小学校５年生、中学校２年生とその保護者を対象に実施した「四日市市

子どもの生活実態調査」によると、各世帯の経済的な状況が、子どもの成長に大きく影響を及ぼす

ことが示されました。 

こうした状況の中で、子どもの将来がその生まれ育った環境によって左右されることのないよう、

また、貧困が世代を超えて連鎖することのないよう、本市の実態に応じた子どもの貧困対策を総合

的に推進するため、「四日市市子どもの貧困対策計画」（以下、「貧困対策計画」という。）を策定す

ることとしました。 

 

（２）計画の位置づけ 

〇貧困対策計画は、「子どもの貧困対策の推進に関する法律」第９条第２項に基づく市町村計画

です。 

〇貧困対策計画は、「三重県子どもの貧困対策計画」及び、本市の最上位計画である「四日市市総

合計画」をはじめとする市の関連計画との整合を図ります。 

 

（３）計画の期間 

貧困対策計画の期間は、令和５年度から令和６年度までの２年間とします。 

 

 令和 

２年度 

令和 

３年度 

令和 

４年度 

令和 

５年度 

令和 

６年度 

令和 

７年度 

令和 

８年度 

令和 

９年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

四日市市子ども・子育て

支援事業計画 
          

四日市市子どもの貧困 

対策計画           

 

  

第１期 第２期 

第２期 第３期 
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２ 本市の現状 

（１）統計データからみる現状 

① 人口の推移 

総人口の推移をみると、減少傾向となっており、令和４年では 309,338 人となっています。ま

た年齢３区分別の推移をみると、64 歳以下は減少傾向、65 歳以上は増加傾向となっています。 

■総人口と年齢３区分別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 子どもの人口の推移 

子どもの人口の推移をみると、すべての区分で減少傾向となっており、令和４年における０～

17 歳の子どもの人口は 46,363 人となっています。 

■子どもの人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

  
15,333 14,889 14,583 14,254 13,856

16,575 16,333 16,225 15,932 15,770

18,023 17,762 17,383 16,999 16,737

49,931 48,984 48,191 47,185 46,363

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

平成30年 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年

（人）

０～５歳 ６～11歳 12～17歳

40,444 39,726 39,188 38,617 37,819

192,054 191,882 192,101 191,244 190,445

79,265 79,823 80,238 80,749 81,074

311,763 311,431 311,527 310,610 309,338

0

100,000

200,000

300,000

400,000

平成30年 平成31年 令和２年 令和３年 令和４年

（人）

15歳未満 15～64歳 65歳以上
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③ ひとり親世帯の推移 

ひとり親世帯の推移をみると、増減を繰り返していますが、令和２年は全体で 1,423 世帯と過

去の世帯数と比較すると低い水準となっています。 

■ひとり親世帯の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 生活保護世帯の推移 

保護率（人口千対）の推移をみると、平成 28 年度以降、概ね横ばいとなっており、令和元年度

は 11.8‰となっています。 

■生活保護受給世帯数や保護率等の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1,471
1,745

1,583 1,682

1,229

198

235
209

230

194

1,669

1,980
1,792

1,912

1,423

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年

（世帯）

母子世帯 父子世帯

2,880 2,810 2,795 2,841 2,881

3,923 3,723 3,645 3,672 3,696

12.5
11.9 11.7 11.7 11.8

0.0

3.0

6.0

9.0

12.0

15.0

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

（‰）（人・世帯）

保護世帯 保護人員 保護率
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⑤ 児童扶養手当受給者数の推移 

児童扶養手当受給者数の推移をみると、減少傾向となっており、令和元年度では 1,892 人とな

っています。 

■児童扶養手当受給者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子どもの生活実態調査からみる現状 

① アンケート調査概要 

子どもの貧困が社会問題として注目される中、子どもと保護者をめぐる生活の状況や支援ニー

ズについて、当事者自身に直接尋ねることで実態を把握することを目的として実施しました。 

〇調査対象者 

市立小学校の５年生全員とその保護者 及び 市立中学校の２年生全員とその保護者 

〇回収結果 

 配布数 有効回収数 有効回収率 

小学５年生 5,356 件 
5,184 件 

（子ども：2,596 件 保護者：2,588 件） 
96.8％ 

中学２年生 5,080 件 
4,802 件 

（子ども：2,425 件 保護者：2,377 件） 
94.5％ 

 

  

2,165
2,071

1,977
1,892 1,892

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

（人）
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〇所得段階区分について 

国の令和３年度報告書では、年間収入に関する回答の中央値をその世帯の収入とし、同居家

族の人数で調整した値を「等価世帯収入」と定義しています。本町さではこの定義に基づき、

回答者全体の等価世帯収入を所得区分Ⅰ（中央値以上）／所得区分Ⅱ（中央値未満、中央値の

２分の１以上）／所得区分Ⅲ（中央値の２分の１未満）の３つに区分し、比較分析を行いまし

た。なお、調査票が子どもと保護者の対で回収できなかった場合や、回答が不明・無回答であ

ることにより区分ができなかった世帯については、所得段階区分の区分からは除外し、全体結

果（「市全体」）のみに含めて結果を示しています。 

学年 
件数 

％ 

所得区分Ⅰ 

（中央値以上） 

所得区分Ⅱ 

（中央値未満、

中央値の２分の

１以上） 

所得区分Ⅲ 

（中央値の２分

の１未満） 

判定不能 

小学５年生 
件数 1,029 822 206 277 

％ 44.1 35.2 8.8 11.9 

中学２年生 
件数 1,028 775 224 306 

％ 44.1 33.2 9.6 13.1 

全   体 
件数 2,057 1,597 430 583 

％ 44.1 34.2 9.2 12.5 

 

② ヒアリング調査概要 

子どもの貧困対策に関する支援活動を行う団体や関係者等を対象に、支援者側から見た子ども

の貧困の実態、数字には表れにくい課題等を調査するとともに、団体等の活動内容と支援ニーズ

とのマッチングの状況などについて把握することを目的として実施しました。 

〇調査対象者 

地域関係者、福祉関係者、教育関係者より子どもの貧困対策に関する支援活動を行う団体 

 

 

 

 

 

 

  

種別 団体 

地域関係者 
子ども食堂運営団体 

学習支援関係団体 

福祉関係者 

社会福祉協議会 

民生委員・児童委員 

母子生活支援施設 

教育関係者 スクールソーシャルワーカー 
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③ 調査結果[j1] 

ア 家庭での生活や健康の状況 

所得区分が低いほど、子どもが朝食を毎日食べる割合、平日に決まった時刻に就寝する割合、

歯みがきの頻度が低くなっています。また、保護者調査で示されているように、治療していない虫

歯については、所得区分が低いほど「ある」の割合が高くなっています。 

■週にどのくらい朝食を食べるか（子ども） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■平日にほぼ決まった時刻に寝ているか（子ども） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

83.7

87.7

83.7

70.9

75.7

81.3

74.8

66.5

9.9

8.5

10.3

11.7

13.4

12.0

13.3

10.3

2.3

1.0

2.8

6.3

3.9

2.1

5.4

5.8

2.6

1.6

2.2

8.3

5.8

4.3

4.8

14.7

1.5

1.4

1.0

2.9

1.2

0.3

1.7

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市全体（ｎ=2,596)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029)

所得区分Ⅱ（ｎ=822)

所得区分Ⅲ（ｎ=206)

市全体（ｎ=2,425)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028)

所得区分Ⅱ（ｎ=775)

所得区分Ⅲ（ｎ=224)

毎日食べる 週５～６日 週３～４日 週１～２日、ほとんど食べない 不明・無回答

【小学５年生】

【中学２年生】

29.1

29.5

28.7

27.7

23.8

25.2

22.6

25.9

42.9

46.9

42.2

34.5

46.8

47.9

47.7

39.3

15.5

13.2

16.9

17.5

15.3

16.1

15.9

15.2

11.5

9.2

11.4

18.9

13.1

10.4

12.4

18.8

1.1

1.1

0.7

1.5

1.0

0.5

1.4

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市全体（ｎ=2,596)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029)

所得区分Ⅱ（ｎ=822)

所得区分Ⅲ（ｎ=206)

市全体（ｎ=2,425)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028)

所得区分Ⅱ（ｎ=775)

所得区分Ⅲ（ｎ=224)

そうである どちらかといえばそうである どちらかといえばそうではない

そうではない 不明・無回答

【小学５年生】

【中学２年生】
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■歯みがきの頻度（子ども） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■子どもの虫歯の状況（保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

72.0

77.0

70.1

59.2

76.5

80.5

75.4

64.7

23.2

19.8

25.5

28.2

19.3

17.0

19.9

26.8

3.2

1.8

3.0

7.8

2.6

1.8

2.8

5.8

0.6

0.5

0.7

1.9

0.4

0.1

0.4

1.3

1.1

0.9

0.6

2.9

1.2

0.6

1.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市全体（ｎ=2,596)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029)

所得区分Ⅱ（ｎ=822)

所得区分Ⅲ（ｎ=206)

市全体（ｎ=2,425)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028)

所得区分Ⅱ（ｎ=775)

所得区分Ⅲ（ｎ=224)

１日２回以上歯みがきをする １日１回歯みがきをする ときどき歯みがきをする

ほとんど歯みがきをしない 不明・無回答

【小学５年生】

【中学２年生】

5.5

3.0

6.6

13.1

6.5

4.1

6.7

14.3

8.7

7.8

11.2

10.2

7.1

6.0

8.1

9.8

42.9

44.0

43.6

42.7

38.2

40.5

39.1

33.9

40.5

44.9

38.4

34.0

45.1

48.7

45.5

41.5

2.4

0.3

0.2

0.0

3.2

0.7

0.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市全体（ｎ=2,588)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029)

所得区分Ⅱ（ｎ=822)

所得区分Ⅲ（ｎ=206)

市全体（ｎ=2,377)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028)

所得区分Ⅱ（ｎ=775)

所得区分Ⅲ（ｎ=224)

ある（治療していない） ある（治療中） あった（治療済み） ない 不明・無回答

【小学５年生】

【中学２年生】
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自己肯定感に関する質問や、将来展望に関する質問は、いずれも所得区分が低いほど肯定的な

回答が少なくなっています。 

■自分のことが好きだ（子ども） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自分の将来が楽しみだ（子ども） 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.8

30.5

27.6

25.2

21.0

22.6

21.4

17.0

33.0

34.3

33.1

25.2

37.0

39.4

37.4

33.0

18.9

20.1

17.0

20.4

24.3

23.1

23.9

25.4

18.8

14.1

20.8

27.2

17.2

14.5

17.0

24.1

1.5

1.0

1.5

1.9

0.5

0.5

0.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市全体（ｎ=2,596)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029)

所得区分Ⅱ（ｎ=822)

所得区分Ⅲ（ｎ=206)

市全体（ｎ=2,425)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028)

所得区分Ⅱ（ｎ=775)

所得区分Ⅲ（ｎ=224)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 不明・無回答

【小学５年生】

【中学２年生】

27.8

30.5

27.6

25.2

21.0

22.6

21.4

17.0

33.0

34.3

33.1

25.2

37.0

39.4

37.4

33.0

18.9

20.1

17.0

20.4

24.3

23.1

23.9

25.4

18.8

14.1

20.8

27.2

17.2

14.5

17.0

24.1

1.5

1.0

1.5

1.9

0.5

0.5

0.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市全体（ｎ=2,596)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029)

所得区分Ⅱ（ｎ=822)

所得区分Ⅲ（ｎ=206)

市全体（ｎ=2,425)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028)

所得区分Ⅱ（ｎ=775)

所得区分Ⅲ（ｎ=224)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 不明・無回答

【小学５年生】

【中学２年生】

50.7

52.5

52.3

44.2

30.8

33.3

30.1

27.7

26.6

27.4

25.5

26.7

34.2

35.1

34.6

29.9

12.4

11.8

11.9

11.7

20.8

19.1

22.1

23.2

8.9

7.7

8.8

15.0

13.7

12.1

12.9

18.8

1.5

0.7

1.5

2.4

0.5

0.5

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市全体（ｎ=2,596)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029)

所得区分Ⅱ（ｎ=822)

所得区分Ⅲ（ｎ=206)

市全体（ｎ=2,425)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028)

所得区分Ⅱ（ｎ=775)

所得区分Ⅲ（ｎ=224)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 不明・無回答

【小学５年生】

【中学２年生】
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通常は大人が担うとされる家庭におけるケア役割や家事等のため、まわりの子より遊ぶ時間や

勉強の時間を減らさなければならない経験をしているという回答は、所得区分が低いほど多くな

っています。ヒアリング調査では、本人や保護者にヤングケアラーという意識がない場合や、ヤン

グケアラーとしての役割自体に居場所を見出している場合もあることが指摘されています。 

■家族や親せきに関わったり、仕事を手伝ったりすることで、学校に行けなかったり、十分に眠れな

かったり、まわりの子より遊ぶ時間や勉強の時間などを減らさなければいけない経験（子ども） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 学習や文化的体験の状況 

所得区分が低いほど学校の授業以外の勉強時間が少なくなっており、学校の授業がわからな

いことがあると回答する割合が高くなっているほか、塾や習い事についても、所得区分による差

が大きくなっています。ヒアリング調査では、生活に困難を抱えている家庭の子どもに学業に意

欲的な子どもが少ないこと、その理由として、早い段階で授業がわからなくなってしまっているこ

とが指摘されています。 

■学校の授業以外の勉強時間：平日・休日（子ども） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.2

8.4

11.1

18.9

6.3

4.3

5.5

11.6

86.2

88.7

86.1

78.2

91.6

93.9

92.4

86.2

2.6

2.9

2.8

2.9

2.1

1.8

2.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市全体（ｎ=2,596)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029)

所得区分Ⅱ（ｎ=822)

所得区分Ⅲ（ｎ=206)

市全体（ｎ=2,425)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028)

所得区分Ⅱ（ｎ=775)

所得区分Ⅲ（ｎ=224)

はい いいえ 不明・無回答

【小学５年生】

【中学２年生】

まった
くしな
い

３０分
より少
ない

３０分
以上、
１時間
より少
ない

１時間
以上、
２時間
より少
ない

２時間
以上、
３時間
より少
ない

３時間
以上

不明・
無回答

まった
くしな
い

３０分
より少
ない

３０分
以上、
１時間
より少
ない

１時間
以上、
２時間
より少
ない

２時間
以上、
３時間
より少
ない

３時間
以上

不明・
無回答

市全体（ｎ=2,596) 5.0 16.9 36.4 28.4 7.6 4.4 1.1 18.3 23.8 25.4 16.0 5.7 5.3 5.6

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029) 3.0 15.7 36.3 30.1 8.4 5.4 1.0 12.7 23.2 26.5 18.7 7.8 6.5 4.6

所得区分Ⅱ（ｎ=822) 5.8 17.0 39.2 26.6 6.4 3.8 1.1 21.9 25.8 23.6 14.6 3.3 4.0 6.8

所得区分Ⅲ（ｎ=206) 11.7 27.2 29.6 24.8 2.9 1.5 2.4 27.7 24.3 23.3 11.2 4.4 3.4 5.8

市全体（ｎ=2,425) 7.4 17.3 26.9 31.1 11.8 4.8 0.7 15.5 18.9 21.5 21.0 11.4 8.5 3.2

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028) 5.6 15.6 26.4 32.8 13.2 5.8 0.6 13.0 17.7 22.9 22.6 11.1 9.8 2.9

所得区分Ⅱ（ｎ=775) 7.7 18.3 28.3 31.4 10.8 2.8 0.6 16.4 20.1 21.0 20.3 12.6 6.5 3.1

所得区分Ⅲ（ｎ=224) 13.4 22.3 25.9 24.6 8.0 4.5 1.3 25.4 23.7 19.2 12.1 10.7 6.3 2.7

平日 休日

小
学
５
年
生

中
学
２
年
生
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■学校の授業の理解度（子ども） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■放課後（平日の授業終了後）の過ごし方（子ども） 

 
 
 

 

  

17.8

22.3

14.4

12.6

10.4

14.2

8.6

3.1

47.2

48.8

46.6

45.6

41.8

45.3

41.2

33.5

25.7

22.5

28.1

27.2

34.7

31.3

36.5

42.0

5.4

3.0

5.7

11.2

9.1

6.5

9.3

13.8

1.3

0.8

1.6

1.9

2.4

1.2

2.7

5.4

2.7

2.6

3.6

1.5

1.6

1.5

1.7

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市全体（ｎ=2,596)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029)

所得区分Ⅱ（ｎ=822)

所得区分Ⅲ（ｎ=206)

市全体（ｎ=2,425)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028)

所得区分Ⅱ（ｎ=775)

所得区分Ⅲ（ｎ=224)

いつもわかる だいたいわかる

教科によってはわからないことがある わからないことが多い

ほとんどわからない 不明・無回答

【小学５年生】

【中学２年生】

塾や習い
事に通っ
ている

学童保育
を利用し
ている

地域のス
ポーツク
ラブやス
ポーツ少
年団に参
加してい
る

学校の部
活動に参
加してい
る

児童館・
こども子
育て交流
プラザで
過ごして
いる

家族（大
人）と過
ごしてい
る

自宅で
きょうだ
いと過ご
している

市全体（ｎ=2,596) 65.4 5.5 22.5 1.9 0.9 71.8 57.0

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029) 75.9 5.2 26.3 2.5 0.9 73.6 56.8

所得区分Ⅱ（ｎ=822) 60.7 5.0 21.5 1.3 0.7 72.9 58.8

所得区分Ⅲ（ｎ=206) 41.3 8.7 15.5 3.4 2.9 63.6 51.9

市全体（ｎ=2,425) 61.9 0.2 12.1 83.1 0.5 78.0 65.6

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028) 71.4 0.1 14.3 86.0 1.1 80.6 68.4

所得区分Ⅱ（ｎ=775) 59.1 0.3 12.6 82.3 0.0 81.2 68.5

所得区分Ⅲ（ｎ=224) 40.2 0.4 4.9 76.3 0.0 68.8 55.8

自宅で友
だちと過
ごしてい
る

自宅で一
人で過ご
している

公園など
の屋外で
過ごして
いる

友だちの
家で過ご
している

商業施設
(ショッ
ピングセ
ンターな
ど)で過
ごしてい
る

その他
不明・
無回答

市全体（ｎ=2,596) 13.3 22.9 16.4 14.4 2.5 6.4 1.1

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029) 14.3 24.9 17.4 15.3 2.6 5.6 0.8

所得区分Ⅱ（ｎ=822) 10.7 20.4 13.7 14.5 2.1 6.9 0.7

所得区分Ⅲ（ｎ=206) 13.6 23.8 17.0 10.2 1.5 9.7 1.9

市全体（ｎ=2,425) 8.0 38.6 12.6 8.4 6.9 2.6 1.6

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028) 10.2 40.6 15.0 9.6 6.5 2.5 0.8

所得区分Ⅱ（ｎ=775) 7.5 37.0 12.0 8.0 7.5 2.1 2.1

所得区分Ⅲ（ｎ=224) 7.6 37.9 10.3 8.9 8.9 4.5 2.2

中
学
２
年
生

小
学
５
年
生

中
学
２
年
生

小
学
５
年
生
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進学の希望については、所得区分が低いほど「高校まで」が高く、「大学またはそれ以上」が低く

なっています。また、その理由として、所得区分が低いほど「希望する学校や職業があるから」と

いう回答が少なくなっています。 

■将来の進学希望（子ども） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■進学希望の理由（子ども） 

 

 

 

 

  

1.9

0.9

1.9

5.3

0.4

0.3

0.4

1.3

21.4

15.1

24.8

29.1

21.7

16.2

24.4

36.2

15.1

14.0

14.4

16.5

16.7

14.5

20.3

18.8

31.4

41.2

24.2

20.9

37.5

45.7

29.4

21.9

27.4

26.1

31.4

25.7

21.4

21.5

22.7

19.6

2.9

2.7

3.3

2.4

2.3

1.8

2.8

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市全体（ｎ=2,596)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029)

所得区分Ⅱ（ｎ=822)

所得区分Ⅲ（ｎ=206)

市全体（ｎ=2,425)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028)

所得区分Ⅱ（ｎ=775)

所得区分Ⅲ（ｎ=224)

中学まで 高校まで 短大・高専・専門学校まで

大学またはそれ以上 まだわからない 不明・無回答

【小学５年生】

【中学２年生】

1.9

0.9

1.9

5.3

0.4

0.3

0.4

1.3

21.4

15.1

24.8

29.1

21.7

16.2

24.4

36.2

15.1

14.0

14.4

16.5

16.7

14.5

20.3

18.8

31.4

41.2

24.2

20.9

37.5

45.7

29.4

21.9

27.4

26.1

31.4

25.7

21.4

21.5

22.7

19.6

2.9

2.7

3.3

2.4

2.3

1.8

2.8

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市全体（ｎ=2,596)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029)

所得区分Ⅱ（ｎ=822)

所得区分Ⅲ（ｎ=206)

市全体（ｎ=2,425)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028)

所得区分Ⅱ（ｎ=775)

所得区分Ⅲ（ｎ=224)

中学まで 高校まで 短大・高専・専門学校まで

大学またはそれ以上 まだわからない 不明・無回答

【小学５年生】

【中学２年生】

希望する
学校や職
業がある
から

自分の成
績から考
えて

親がそう
言ってい
るから

兄・姉が
そうして
いるから

親せきが
そうして
いるから

まわりの
先輩や友
だちがそ
うしてい
るから

家にお金
がないと
思うから

早く働く
必要があ
るから

その他
特に理由
はない

不明・
無回答

市全体（ｎ=1,810) 49.8 16.9 13.0 5.4 1.8 2.0 3.5 4.1 10.2 20.5 2.0

所得区分Ⅰ（ｎ=732) 56.1 18.7 12.8 5.3 2.3 1.5 2.0 2.6 10.5 17.8 1.8

所得区分Ⅱ（ｎ=537) 46.9 15.1 11.9 5.6 1.7 3.0 3.4 4.1 11.0 21.2 2.4

所得区分Ⅲ（ｎ=148) 37.2 19.6 14.2 7.4 2.0 0.7 8.8 9.5 6.8 22.3 4.1

市全体（ｎ=1,849) 58.1 19.7 24.1 9.8 3.2 6.1 3.1 4.1 6.4 14.2 1.9

所得区分Ⅰ（ｎ=789) 61.1 22.1 27.0 11.4 3.7 5.4 0.9 3.2 6.5 12.5 1.4

所得区分Ⅱ（ｎ=577) 58.9 19.4 20.8 9.0 3.3 5.2 5.0 3.1 5.2 14.9 1.7

所得区分Ⅲ（ｎ=175) 50.3 17.7 19.4 6.9 2.3 7.4 8.0 8.6 6.3 17.1 2.9

小
学
５
年
生

中
学
２
年
生
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文化的体験の状況について、所得区分が低いほど家庭における文化的体験の機会が少なくな

っています。ヒアリング調査では、生活に困難を抱えている家庭では、仕事が忙しくて子どもに気

をかけられなかったり、そもそも子どもに対して無頓着であったりするために、子どもとの交流が

少ないように感じるといった意見もみられました。 

■文化的体験の状況（子ども） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小さいこ
ろに本や
絵本を読
んでも
らった

手作りの
おやつを
作る

図書館に
行く

動物園・
水族館に
行く

博物館・
美術館に
行く

コンサー
ト・音楽
会に行く

市全体（ｎ=2,596) 76.9 70.1 63.8 85.2 49.2 30.3

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029) 80.1 73.8 71.1 88.6 56.0 36.3

所得区分Ⅱ（ｎ=822) 78.0 70.4 59.2 83.3 44.9 25.1

所得区分Ⅲ（ｎ=206) 66.0 56.3 45.1 75.7 33.0 19.9

市全体（ｎ=2,425) 80.2 71.1 64.9 87.7 53.4 40.8

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028) 84.4 74.6 68.8 89.8 60.1 45.5

所得区分Ⅱ（ｎ=775) 79.5 71.4 65.5 89.3 51.2 40.3

所得区分Ⅲ（ｎ=224) 69.6 63.8 50.4 83.5 37.5 28.6

新聞や
ニュース
について
話をする

パソコン
を使って
しらべも
のをする

地域の行
事に参加
する

泊まりが
けで家族
旅行に行
く

あてはま
るものは
ない

不明・
無回答

市全体（ｎ=2,596) 44.9 47.0 56.5 80.2 2.3 1.1

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029) 48.9 52.6 61.8 86.8 1.5 0.9

所得区分Ⅱ（ｎ=822) 42.7 43.7 54.3 77.4 2.4 0.7

所得区分Ⅲ（ｎ=206) 29.1 32.5 45.1 59.2 5.8 1.5

市全体（ｎ=2,425) 61.2 51.3 70.1 85.9 1.5 0.9

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028) 65.5 57.1 74.3 91.0 0.8 0.8

所得区分Ⅱ（ｎ=775) 59.7 48.8 69.7 85.4 1.3 0.6

所得区分Ⅲ（ｎ=224) 53.1 42.0 60.7 73.7 3.1 1.3

中
学
２
年
生

小
学
５
年
生

中
学
２
年
生

小
学
５
年
生
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ウ 保護者の状況と支援について 

ひとり親世帯の割合は、所得区分Ⅲにおいて、小学生保護者で５割台、中学生保護者で６割台

となっています。また、ヒアリング調査では、ひとり親世帯が就労しながら子育てを行う上で、仕事

と子育ての両立への難しさが指摘されています。 

■ひとり親世帯の該当状況（保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の就労状況をみると、所得区分が低いほど父親の「正社員・正規職員・会社役員」の

割合が低くなっています。母親の就労状況は、所得区分Ⅱより所得区分Ⅲで「正社員・正規職

員・会社役員」や「嘱託・契約社員・派遣職員」の割合が高くなっています。 

■保護者の就労状況（保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

88.9

97.6

89.8

44.2

86.2

96.9

87.2

38.8

0.4

0.2

0.5

2.4

0.9

0.1

1.2

2.7

8.3

1.5

8.0

41.3

10.5

2.1

10.3

54.5

0.8

0.1

0.5

4.4

0.6

0.0

0.1

2.2

0.9

0.3

0.2

6.8

0.4

0.1

0.4

1.3

0.8

0.4

1.0

1.0

1.3

0.8

0.8

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市全体（ｎ=2,588)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029)

所得区分Ⅱ（ｎ=822)

所得区分Ⅲ（ｎ=206)

市全体（ｎ=2,377)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028)

所得区分Ⅱ（ｎ=775)

所得区分Ⅲ（ｎ=224)

該当しない 該当する（死別） 該当する（離婚） 該当する（未婚）

該当する（別居） 不明・無回答

【小学５年生】

【中学２年生】

21.6

29.3

16.3

17.5

22.5

30.0

15.6

21.0

5.1

4.6

4.6

14.1

5.6

4.9

4.8

12.1

46.5

43.8

52.1

39.8

47.7

44.1

56.1

41.5

7.2

6.4

6.6

10.2

6.6

6.0

6.7

7.6

17.8

14.9

18.6

16.5

14.7

13.3

14.3

14.3

1.8

1.0

1.8

1.9

2.9

1.8

2.5

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市全体（ｎ=2,588)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029)

所得区分Ⅱ（ｎ=822)

所得区分Ⅲ（ｎ=206)

市全体（ｎ=2,377)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028)

所得区分Ⅱ（ｎ=775)

所得区分Ⅲ（ｎ=224)

正社員・正規職員・会社役員 嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員 自営業

働いていない（専業主婦を含む） 不明・無回答

【小学５年生】

【中学２年生】
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子どものいる世帯等を対象とする支援制度のうち、就学援助の利用が多くなっていますが、所

得区分Ⅲにおいては、小学生の約４割、中学生の約３割は「利用したことはない」と回答しており、

その理由として「制度対象外だと思うから」が約４割で最も高くなっています。また、ヒアリング調

査においては、生活に困難を抱える家庭の保護者において、利用できる制度や仕組みを理解して

いないこと、情報を収集する力が不足している傾向があることが指摘されています。 

■就学援助の利用状況（保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■就学援助を利用したことがない理由（保護者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.2

0.7

10.7

53.9

10.6

0.7

9.0

62.1

2.9

1.7

4.3

5.8

4.1

2.2

6.5

6.3

84.1

95.3

82.7

37.4

81.0

94.5

81.0

27.7

2.9

2.3

2.3

2.9

4.3

2.6

3.5

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市全体（ｎ=2,588)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029)

所得区分Ⅱ（ｎ=822)

所得区分Ⅲ（ｎ=206)

市全体（ｎ=2,377)

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028)

所得区分Ⅱ（ｎ=775)

所得区分Ⅲ（ｎ=224)

現在利用している 現在は利用していないが、以前利用したことがある

利用したことはない 不明・無回答

【小学５年生】

【中学２年生】

78.8

82.8

78.4

48.1

80.3

86.2

79.5

40.3

5.9

5.9

5.1

6.5

5.1

2.8

5.7

17.7

1.3

0.7

1.8

3.9

1.3

0.5

1.9

6.5

2.1

0.4

1.8

27.3

1.5

0.4

1.6

14.5

0.6

0.3

0.4

3.9

0.7

0.5

0.3

9.7

11.4

9.9

12.5

10.4

11.1

9.6

11.0

11.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市全体（ｎ=2,176)

所得区分Ⅰ（ｎ=981)

所得区分Ⅱ（ｎ=680)

所得区分Ⅲ（ｎ=77)

市全体（ｎ=1,926)

所得区分Ⅰ（ｎ=971)

所得区分Ⅱ（ｎ=628)

所得区分Ⅲ（ｎ=62)

制度対象外だと思うから 特に利用したいと思わなかったから

今までこの支援制度を知らなかったから 手続きがわからなかったり、利用しにくいから

その他 不明・無回答

【小学５年生】

【中学２年生】
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子どもや保護者にとって、現在、または将来的に、どのような支援があるとよいと思うかについ

ては、所得区分Ⅰ・Ⅱでは「進学や資格を取るための発展的な学習への支援」、所得区分Ⅲでは

「生活や就学のための経済的援助（給付金や貸付など）」が最も高くなっています。また、ヒアリン

グ調査では、支援について、保護者が支援対象者だと思っていない、支援の必要性を感じていな

い、子ども自身も自分が貧困家庭であることに気がついていないことがあり、支援に入ることが

難しいといった状況も指摘されています。 

■現在、または将来に必要な支援（保護者） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

保護者が
家にいな
いときに
子どもを
預かる場
やサービ
スの提供

安い家賃
で住める
住居

生活や就
学のため
の経済的
援助（給
付金や貸
付など）

進路や生
活などに
ついて何
でも相談
できると
ころ

仲間と出
会え、一
緒に活動
できると
ころ

自然体験
や集団遊
びなどの
多様な活
動機会の
提供

地域にお
ける子ど
もの居場
所の提供

読み書き
計算など
の基本的
な学習へ
の支援

市全体（ｎ=2,588) 31.4 16.1 38.8 25.0 29.5 30.8 26.3 19.4

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029) 32.1 8.2 25.4 23.0 30.6 33.1 25.5 13.6

所得区分Ⅱ（ｎ=822) 30.3 18.4 48.3 28.8 29.9 29.8 28.1 24.3

所得区分Ⅲ（ｎ=206) 29.6 45.6 66.5 24.8 24.8 26.2 25.2 31.6

市全体（ｎ=2,377) 20.2 15.9 39.2 27.4 25.7 20.2 16.8 14.3

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028) 20.9 7.5 27.4 26.0 28.2 22.8 16.9 9.9

所得区分Ⅱ（ｎ=775) 20.0 18.1 49.4 27.9 25.2 20.0 17.8 16.1

所得区分Ⅲ（ｎ=224) 17.0 44.2 62.5 28.1 15.6 12.1 11.6 22.3

会社等で
の職場体
験などの
機会の提
供

仕事に就
けるよう
にするた
めの就労
に関する
支援

子どもの
みで無料
もしくは
安価で食
事ができ
る場所の
提供

進学や資
格を取る
ための発
展的な学
習への支
援

特にない その他
不明・
無回答

市全体（ｎ=2,588) 37.9 24.8 18.7 53.7 7.6 2.2 1.9

所得区分Ⅰ（ｎ=1,029) 40.1 19.8 12.4 51.8 8.6 2.3 1.8

所得区分Ⅱ（ｎ=822) 38.9 28.3 23.2 58.3 6.1 2.9 1.2

所得区分Ⅲ（ｎ=206) 29.1 28.6 34.0 49.5 5.3 1.0 1.5

市全体（ｎ=2,377) 42.8 26.9 14.3 57.3 8.0 2.3 3.2

所得区分Ⅰ（ｎ=1,028) 47.8 24.3 11.2 55.3 9.1 1.9 1.9

所得区分Ⅱ（ｎ=775) 44.6 30.5 16.1 63.1 7.0 2.3 1.7

所得区分Ⅲ（ｎ=224) 25.0 23.2 22.3 53.6 3.6 2.2 3.6

中
学
２
年
生

小
学
５
年
生

中
学
２
年
生

小
学
５
年
生
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３ 課題のまとめ 

（１）家庭における生活支援 

アンケート調査結果から、生活に困難を抱えている家庭では、朝食の欠食や規則的な生活等、子

どもの生活習慣に課題を抱えている傾向にあります。併せて、子どもの自尊感情や文化的体験にお

いても生活の困難状況による差がみられます。このような状況に至る理由として、ヒアリング調査

結果からは保護者の就労状況との関連性や現状認識に対する課題も指摘されており、子どもだけで

なく、保護者の生活支援等を含む世帯全体に対する生活支援が必要です。 

 

（２）子どもの教育に対する支援 

アンケート調査結果から、学校の授業以外の勉強時間や学校の授業の理解度、塾や習い事の状況

等には所得区分による差がみられます。併せて、進学の希望についても、所得区分Ⅲでは他区分に

比べて「希望する学校や職業があるから」が低くなっているなど、自分の将来に積極的な展望を持

てるかどうかについても、家庭の経済状況との関連が示されており、家庭環境に左右されない学習

保障や学習支援等の取組が必要です。 

また、生活に困難を抱える世帯においては、文化的体験や習い事等の経験が少ない傾向にありま

す。これらの多様な体験・経験は将来の選択肢を増やすことや自尊感情の向上につながることも考

えられるため、多様な経験・体験ができるような機会の提供や居場所づくりの取組が必要です。 

 

（３）保護者の就労に対する支援 

生活に困難を抱える世帯の就労について、非正規雇用が多い傾向にあったり、仕事の忙しさに起

因して子どもとの交流が少なかったりするといった状況がみられます。 

また、全国的に指摘されているひとり親世帯の生活困窮の状況等も踏まえ、保護者の就労支援や

仕事と家庭の両立支援等の就労改善に向けた支援が必要です。 

 

（４）経済的な支援 

生活保護世帯は横ばい、児童扶養手当受給者数は減少傾向ではあるものの、アンケート調査結果

では現在、または将来に必要な支援として、生活に困難を抱える世帯で「生活や就学のための経済

的援助（給付金や貸付など）」が最も高く、６割台となっています。 

また、調査結果から、経済的支援制度に関して、対象となる世帯に制度自体の内容や利用方法等

の情報が十分に届いていない可能性も考えられるため、更なる制度の周知徹底や制度へつなげる仕

組みづくりや利用支援を検討していく必要があります。  



21 

４ 施策体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進施策 基本施策 

 

子どもへの 

教育・学習支援 

 

家庭への生活支援 

 

保護者への就労支援 

 重点（１） 

 重点（２） 

 重点（３） 

 

子育て家庭への経済

的支援 

 重点（４） 
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